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	応用
	抗原情報
	背景
	輸送タンパク質粒子複合体3（TRAPPC3）ホモサピエンス この遺伝子は、輸送小胞をシスゴルジ膜に繋留する輸送タンパク質粒子複合体の構成要素をコードする。コードされているタンパク質は、小胞体からゴルジ体への輸送の調節に関与する。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2012年8月],機能：小胞体からゴルジ体への小胞輸送に関与する可能性がある。,類似性：TRAPP小サブユニットファミリーに属する。BET3サブファミリー。,サブユニット：ホモ二量体。TRAPPC6Aとのヘテロ二量体。マルチサブユニットTRAPP（輸送タンパク質粒子）複合体の一部。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TRAPPC3抗体を用いたCOLO細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TRAPPC3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したBET3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

